
６月に台北を訪れ様々なランニング関係者を取材。
編集部・斎藤が印象に残ったトピックスを紹介します。

2台湾の織田フィールド!?

3足湯があるランステ

1台湾ランナーは
大会の完走数が
モチベーション

5着用率高し 台湾サンダル 6認知されてきた
ランニングコーチ
の職

火曜の夜に台北中心部に
あるTAIPEI ARENAを訪
れると、東京・代々木公
園にある陸上トラック「織
田フィールド」（多くの市民
ランナーで混雑することで
有名）か!?　と思うほど多
くのランナーで溢れてい
た。ランニングクラブらしき
団体が多数練習会を実施
しており、30℃超の気温
の中、スピードを上げて走
るランナーもたくさんいた。

台北駅から4㎞弱のとこ
ろにある大安森林公園
は周囲２㎞や公園内の
走路を走れる台北屈指
のランニングスポット。そ
の公園そばにある「森林
跑 站Runbase」はロッ
カーやシャワー室、カフェ
を併設するランニングス
テーション。特に目を引
いたのは足湯。疲労回
復に使うランナーが多い
のだという。

走れるサンダル「台湾サンダル」。日本でも一部で広まりつつあるが、やはり
本場。朝のランニングコースや取材で会ったランナーもはいている人が多かっ
た。筆者も、暑い中で少しでも快適に走るためにほしくなり、思わず購入した。

台湾のランニング文化で最も印象的だったのは、
「大会の完走回数」を追い求める人が多いこと。
「台湾百回馬拉松協會（台湾１００マラソン協
会）」というマラソン１００回完走を目指すコミュニ
ティがあり、４万人の登録者がいるという。同協
会の黄政徳さんは「20年前、台湾でマラソンを
走る人はあまりいなかった。走る人を増やそうと、
インセンティブとして20回、30回、60回など完
走回数によって賞を設けるようになった。そのた
め台湾では回数を追い求める独特の文化ができ
たのだろう」と話していた。

台北でランニングコーチとして活
動する張嘉哲さん（42歳）は自身
もランナーで自己ベストは2時間
15分2秒。サプリメントのＥＣ販
売の仕事もしている。

「台湾ではランニングを始める人
が増えている。10年前はランニ
ングの指導をして報酬を貰うなん
て考えられなかったが、最近よう
やく認知されるようになってきた」

4箱根駅伝ファン多し

台湾の文芸誌「聯合
文學」2025年1月号
で箱根駅伝を舞台に
した小説『風が強く吹
いている』（三浦しをん
著）が特集され、ほぼ
１冊まるまる箱根駅伝
に関する記事が掲載。
台湾には箱根駅伝ファ
ンが多くわざわざ日本
へ見に来る人もいる。
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マラソンは中国語（繁体マラソンは中国語（繁体
字）で「馬拉松」 、発音字）で「馬拉松」 、発音
が「マーラソン」。 馬はが「マーラソン」。 馬は
走るのが速いという含蓄走るのが速いという含蓄
も込め、節目の回数でも込め、節目の回数で
このような馬の像を贈るこのような馬の像を贈る
文化がある文化がある

大会の完走数が大きなモチベーション！
Pick up Episode・台湾
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